
被害状況等について

令和６年３月２５日
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資料１



※ 出没頭数ではない誤認の可能性も含む

＜北海道警察への通報件数＞
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※Ｒ５年は過去4年を大きく上回る
・分散/繁殖期（５～６月）の通報の増加
・例年にない秋（９～10月） 〃
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＜ヒグマ捕獲頭数＞
許可捕獲 狩猟

H１春グマ駆除廃止

Ｒ３年度： 1,056頭（過去最多）
Ｒ４年度： 940頭

集計は捕獲日による（鳥獣統計と異なる）

S41春グマ駆除開始
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※近年の傾向
銃：わな = 5:5

狩猟４～５%

427 450 478 461 579 620 551 637 717 660

201 221 252 220
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オスメス別捕獲数

（雌雄不明除く）

オス メス

オス
68%

メス
32%

オスメス比（H25～R4）
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＜農業被害額＞億円

2022（R４）:271百万円
・デントコーン約50％

4

デントコーン
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ビート

17.9%スイートコーン
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牛
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その他農林業

6.9%

水産業

0.0%
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石狩
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後志

1.7%

胆振

2.3%

日高

2.3%
渡島

3.9%

檜山
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上川

31.7%

留萌
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宗谷
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死亡 負傷

（人）

＜人身事故発生件数＞

・ 近年はＲ３、５を除き０～５名で推移
・ 事故の死亡率は３３％

R5 ：6件9名（12月末時点）
R4  ：3件4名
R3  ：9件14名 ※過去最多
R2  ：3件3名

発生 人数 被害者の行動 状態 事故発生原因

① 4/1 1 イヌの散歩 負傷 不明（不意の遭遇と思われる）

② 5/14 1 釣り 死亡 不明（被害者を捕食）

③ 6/28 1 シカ駆除 負傷 不意の遭遇

④ 10/13 1 自転車走行 負傷 不意の遭遇

⑤ 10/29 1 登山 死亡 不明（被害者を捕食）

10/31 2 登山 負傷 被害者遺体に固執または捕食目的の襲撃

⑥ 11/21 2 狩猟 負傷 半矢個体の反撃
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狩猟・駆

除
37%

きのこ・

山菜
31%

森林作業
8%

農作業
6%

登山
6%

釣り
3% その他

9%

事故原因内訳（H1.4～R6.2）被害者内訳（R5.4～R6.2）
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（年痔）


